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地理学研究を通じたゼミナールの指導
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Ⅰ　はじめに
　教育学部の児童教育専攻では3年次に履修する選択科目1の「ゼミナー
ル」、および4年次に原則として「ゼミナール」と同一教員の下で指導を
受ける卒業論文（以下、卒論と略す）作成が中心となる必修科目の「卒業
研究」での2年間にわたる学修をゼミナール（以下、ゼミと略す）活動と
位置付けている。一般的にゼミは担当教員の専門分野に関心を持つ少人数
の学生により構成され、学習から研究へと専門性を高めた指導が中心とな
ることは言を俟たない。しかし学生からはゼミ本来の研究活動に加えて、
就職活動（以下、就活と略す）のサポートにも期待する向きがみられる。
また真摯で意欲的な学生は、ゼミ生同士あるいは担当教員との良好なコ
ミュニケーションをゼミに求めている。こうした傾向は学生のみにみられ
ることではない。保護者会では１・2年生の保護者からゼミについてしば
しば質問される。そこには教員が考えるゼミのあり方と就活指導や充実し
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た大学生活をゼミに求める学生や保護者の考えの間に乖離が認められるの
である。教員がどこまでゼミ生と関わるべきなのか、その判断基準は十人
十色であるために、ゼミによって様相がかなり異なっている。ゼミ活動を
学内での時間割に組み込まれた週１回の研究活動のみに限定しているゼミ
がある一方で、学外にまで活動を広げるだけでなく、四六時中ゼミ生とコ
ミュニケーションを図っているゼミもある。こうしたゼミによる活動状況
の相違には、担当教員の人柄や学生時代におけるゼミでの体験が、関係し
ていると考えられる。したがってゼミにおいて研究活動以外の学生の就活
指導などに関わる必要はないと断言する教員がいても不思議ではないし、
そのことに異論を挟む余地は今まではなかったといえる。しかし大学を取
り巻く環境が厳しさを増している現況を鑑みた場合、教員は学生や保護者
の希望にも耳を傾けて、卒業後の進路に責任を負うのは当然のことであり、
そのための指導がなおざりであってはならないのである。
　本稿では地理学研究を通じた筆者のゼミにおける学内および学外での活
動や就活指導を記した上で、これからの学生や保護者のニーズに応えるた
めにゼミが果たすべき役割について論じていきたい。
Ⅱ　ゼミの概要
１．ゼミ生の特性
　2006（平成18）年度から始まった3年次の「ゼミナール」も今年度で10
期生を数えるまでになったが、本ゼミでの１期生からの人数は113人（男
子15人・女子98人）2である。女子が87％を占めるが、これは児童教育専攻
では女子学生の比率が70％近くであることに加えて、例年、本ゼミの希望
者のうち女子が80％以上3であることによる。児童教育専攻ではゼミを担
当する教員4の人数から１ゼミあたり最少でも10人5は指導することを申し
合わせているが、今までの人数は9人から14人までである。また卒業後の
進路希望は小学校教員が大半であるが、幼稚園や保育所、公務員や金融を
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中心とした一般企業も例年若干名みられる。ゼミの募集説明会では教職希
望者が多いことを踏まえて、「自分のことを真面目だと思っているが、今
までに真面目であることを他人から茶化されて不愉快な経験をした人」を
本ゼミ志願の条件として明言している。これは真面目という概念が、近
年ともすると揶揄される対象となっていることを危惧しているからであ
る。時代がどう変化しようとも、教員を志望する上で真面目であることが
大前提となるのは自明の理といえる。この一言は学生にとって結構プレッ
シャーになるようで、説明を聞いた段階で本ゼミへの志願を諦める学生が
何人もいることを耳にしている。また時間割に組み込まれた学内のゼミで
は、90分間真摯に取り組むことを条件とし、飲食などは厳禁である旨を伝
えているため、生半可な気持ちでゼミを考えている学生は排除されていく
のである。また地理学研究を中心としたゼミであるため、フィールドワー
クに欠かせない厳格な時間管理と素早い行動力を要求する観点から、小山
駅と大学の間を17分以内で歩けることを条件としている。説明会では懇親
会や旅行などの学外での楽しい活動にも言及するが、上記の3条件を重荷
に感じて他のゼミを考える学生が多いようである。しかし幸いなことに例
年これらの条件を意に介さない20人前後の学生が本ゼミを希望してくる
が、志望理由書と面接によって10人から12人をゼミ受講許可者として発表
している。受講を許可した学生は、いずれも志望理由書を丁寧な字で記載
欄一杯に記述しており、その内容もゼミに対する強い意欲を感じさせる。
また面接については、真摯な姿勢が読み取れる内容と話し方を選考基準に
している。そして専攻で申し合わせた人数以上の意欲的な学生を毎年ゼミ
生として受け入れているのである。
　ゼミ生が希望する卒業後の進路は、大半が小学校の教員である。例年4
年生の8割以上が教員採用試験を受験して、そのうちの8割すなわちゼミ
生の65％が現役で正規教員として採用されており、臨時採用教員として頑
張りながら採用試験に再度挑戦した場合でも、卒業してから2年以内には
正規合格となっている。年度によっては幼児教育・保育コースの学生もい
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るが、今までに幼稚園や保育所に現役で12人採用されている。また一般企
業を希望する学生も毎年若干名いるが、教職志望者と同様の就活指導によ
り金融関係6への就職が多い。本ゼミでは、いずれの進路を選択しても卒
業時に全員が4月以降の職場を確定できる指導を心掛けているが、概ねそ
の目標は達成しているのである。
２．活動内容
①　授業時間内の活動
　ゼミの根幹をなす地理学的視点からの考察は、3年次の「ゼミナール」
と4年次の「卒業研究」の2年間にわたる一連の学修によって一定の成果
を得ることができる。3年前期では都市地理学や経済地理学に関する文献
の輪読を行い、分担した内容のレジュメ作成とプレゼンテーションに重点
を置いた指導が中心となっている。そしてここで習得した都市景観の観察
や聞き取り調査等のテクニックに関する知識を実践するのが、後期に行う
フィールドワークである。3年後期に実施するフィールドワークの詳細に
ついては後述するが、この経験は研究対象地を自分の目で確認し、関係者
から話を聞いて資料を入手するという地理学研究において必須であり、4
年次での卒論作成にあたって不可欠なのである。4年次前期のゼミでは、
多くのゼミ生が7月の教員採用試験を控えているため、研究対象地の概要
の発表に止めている。これは後で詳述する進路指導を研究活動と並んでゼ
ミでの重要な柱に位置付けているためである。教員採用試験が一段落する
8月下旬7から調査地でのフィールドワークに着手するが、関係機関での
聞き取り調査では、先方の都合によりその実施時期に2か月近い差が生じ
てしまう。そのため後期のゼミでは、調査の済んだゼミ生から順次その結
果を発表することになる。その後は資料の整理や、場合によっては本学の
学生へのアンケート調査を経て、11月中旬から執筆に取り掛かるのである。
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②　学外活動
ⅰ　小山市内の巡検
　卒論作成にあたっては、授業時間に実施する地域調査に加えて休日を利
用した巡検での体験が生かされる。毎年7月中旬の土曜日に学生にとって
最も馴染みのある本学から小山駅周辺まで徒歩による巡検を実施してい
る。実施前のゼミの時間に地形図を配付して約5㎞の行程をマーキングし
た上で、読図によって思川を中心とした地形や土地利用の特色を把握させ
る。これは平面の地形図に描かれた地形等を立体的にイメージする上で非
常に重要なのである。この巡検での最初のチェックポイントは観晃橋であ
るが、思川の右岸と左岸で標高差（比高）が10mあることを確認させるの
が主目的となる。地形図で観晃橋を下った「観晃橋西」交差点の標高（27m）
と国道4号のX歩道橋交差点の標高（37m）を読み取らせた上で、X歩道
橋下の道路を目視して思川の左岸から右岸に目をやると、本学3号館の3
階と4階の境目あたりに到達することを体験させる。ビル形式の建物は１
階分の高さが概ね3m強であることから、本学は「観晃橋西」交差点とほ
ぼ同じ標高に立地しているので、前述の2地点間の比高が10mとなること
を地形図と目視の両面から確認させるのである。
　観晃橋での景観観察に続いて城山町１丁目の風俗店街でその立地に関す
る要因を考察させる。風俗店街の有無はその都市の産業構造、とりわけ工
業と関連する場合が多い。それも大企業8の存在が影響するので、その都
市のレベルや成長度を考察する上で需要な指標となるのである。その後、
国道4号沿いの37mの水準点を地形図と目視で確認させる。これは地理学
のフィールドワークにおいて、景観観察と並んで最も基本的な作業である。
ゼミ生は地形図に記載された事項を実際に確認するという単純な作業であ
るにもかかわらず、結構発見の喜びを感じている。そして同じ感動を小学
生の地域学習で、児童に体験させてあげたいという気持ちになるようであ
る。授業の一環として行っている巡検ではあるが、教員となったときのこ
とを想定して参加しているゼミ生の意欲と態度は高く評価したい。
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　県道264号（小山結城線）9が小山駅北のJR宇都宮線10と両毛線を跨ぐ地点
で鉄道を挟んだ東西の土地利用の相違を確認した後、旧日光街道11に沿っ
て駅前へと至る。そこでは小山宿や多くの寺院について触れた後、中心商
店街の歴史と現状に言及している。シャッター通りと化した三夜通り商店
街を南下して宇都宮線の踏切を越えると商店は見られなくなり、マンショ
ンなどの高層建築物が目立つようになる。そうした景観の違いを確認しつ
つ、旧小山短絡線12の廃線跡で鉄道による貨物輸送が盛んだった時代の説
明を行う。その後、東キャンパス11階から地形図と見比べながら市内の景
観を俯瞰して、ここまでの行程を再確認するのである。
　約5㎞の行程を2時間かけて歩くが、大半のゼミ生がこのような体験は
初めてでペース配分も分からず、また暑い時期での実施でもあるため疲労
の色もみられる。しかし歩き通した達成感と小学校3年生の社会科での地
域学習に活かせるノウハウを学べた充実感で、巡検後の懇親会は例年非常
に盛り上がるのである。
ⅱ　大阪へのゼミ旅行
　3年次での「ゼミナール」では、夏期休業中に例年2泊3日の日程でゼ
ミ旅行を実施している。毎年大阪で実施しているが、これは3年次の後期
試験後に実施する東京巡検と対をなすもので、人口では横浜に及ばないと
はいえ、大阪が我が国の核となる都市であることによる。中学校や高校で
大阪を訪れた経験のあるゼミ生もいるが、その大半は広島での平和教育と
京都や奈良での寺社見学に時間が割かれるため、大阪ではユニバーサルス
タジオジャパン（以下USJと略す）13に立ち寄るだけの場合が多い。そのた
め市内の繁華街は言うまでもなく、大阪城も見学していないのである。そ
こで大阪城に加えて、JR大阪駅から京阪淀屋橋駅にかけてのCBD14（中心
業務地区）で徒歩と地下鉄による約6㎞の巡検を実施している。ゼミ生の
中に関西出身者はいないため、都市景観だけでなく大阪市民の言動にも関
心を示し、その特異性に文化の相違を実感することになるのである。そし
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て修学旅行で大阪を訪れたことのあるゼミ生も全国各地からの来園者で賑
わうUSJの訪問だけでは、大阪の文化に触れたことにはならないので、こ
の巡検によって初めてその真の姿を確認することになる。また2日目は各
自の自由行動としているが、主に京都を訪れるゼミ生が多い。そこで大阪
との対比をさせることで、わずか50㎞ほどの距離であるにもかかわらず、
景観やそこに住む人々の言動が大きく異なる2都市が立地している要因を
主に歴史的視点から考察させるのである。そして個性の異なる京都と大阪
の2都市が近接している状況は、都市配列の視点から考察すると非常に特
異な事例であり、その歴史的背景に加えて東京の都市力があまりに強大な
関東においては成立しないことを理解させている。
　また都心部の面積を比較した場合、大阪は東京の約半分15であることを
大阪城からの俯瞰観察で確認させている。さらに御堂筋に沿った梅田（キ
タ）から心斎橋、難波（ミナミ）に至る商業集積地の広がりを地図で計測
した上で巡検を行い、その規模の違いを体得させることで距離と面積に関
する地理的感覚の涵養を図っているのである。
ⅲ　東京巡検
　大阪での大都市における景観観察のポイントを指導した上で、東京での
巡検を3年次の後期試験後に実施している。本学の学生に授業で東京のこ
とを聞いても、今一つピントのずれた回答が返ってくることがよくある。
その要因として、東京へ行ったことがない学生がどの授業でも約3割はい
ることが挙げられる。また東京を知っていると言っても、その多くは渋谷
や原宿、新宿などであって、江戸の中心部であった現在の日本橋や銀座、
上野などに関する知識を持ち合わせた上で、そこを訪れた経験のある学生
は極めて少数なのである。そしてその背景には学生が興味や関心を示す商
業施設の存在やイベントの開催などが影響している。またそれらの繁華街
が醸し出す雰囲気が若者受けすることも一因となっているのである。
　このような状況を考えると、とりわけ小山で一人暮らしをしていて卒業
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後は実家に戻ってしまう場合には、東京のメインストリートを歩くことな
く生涯を終えてしまう学生がいても不思議ではないのである。そこで同じ
東京でも学生にとっては、渋谷や新宿に比べると若干気後れする銀座や日
本橋での巡検を実施している。東京駅集合後、テレビでよく見ているもの
の実際に足を運んだことのない皇居へ向かう。CBDに隣接して広大な面
積を有し、またその豊かな樹木が都心の空気浄化に一役買っている皇居の
景観と機能を説明する。その後、桜田門から日比谷公園に至り、帝国ホテ
ルのロビーを経由して泰明小学校16へと歩を進める。都心の一等地に立地
するこの小学校は、東京都選定歴史的建造物にも指定されており、その趣
ある外観は銀座の街並みによく馴染んでいる。第二次世界大戦時の東京大
空襲でも焼失せずに現在に至っていることを説明するが、ゼミ生たちはそ
の歴史的経緯よりも、狭小な敷地に建てられた校舎と土の見えない校庭に
関心を示す。そしてその佇まいと塀越しに見える児童の様子に地方の小学
校との相違を確認することができるのである。
　泰明小学校の見学後、銀座での昼食となる。巡検前のガイダンスで昼食
は銀座で予定していることを話すと、毎年のことではあるが、ゼミ生の間
にざわめきが起こる。高級店の立ち並ぶ銀座での食事となると、食事代だ
けでなくその雰囲気にも圧倒されるのではという不安を感じている様子が
手に取るように分かる。しかし昨今のグルメ情報番組やネットでの飲食店
評価などが影響して、銀座といえどもコストパフォーマンスを重視した飲
食店はいくらでもあり、地方よりも安価でレベルの高い食事のできるレス
トランが多数存在することもゼミ生には驚きなのである。例年、銀座6丁
目のイタリアンレストランでのランチとなるが、1,200円程度でゼミ生全
員が味と量ともに満足している。食事開始直後は緊張のあまりサラダも喉
を通らず、若干気分の悪くなる学生もいるが、これも例年のことであり、
ほどなくリラックスして楽しい昼食となる。野外での調査の際に一つの条
件とされているどんな状況でも食事のできることは、地理学研究にあって
極めて重要である。これは周辺に満足できるような飲食店の見当たらない
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地域での調査で、とりあえず空腹を満たす際に言われることであるが、そ
の対極にあるケースでも同じであり、その場の雰囲気に飲まれることなく
食事のできることもフィールドワーカーに不可欠な要件の一つとされてい
る。その点からも銀座での食事体験は、どこで食事となっても臆すること
なく対応できる自信を身に付けさせることができるのである。
　食事の後、銀座での散策を楽しんでから歩行者天国となっている中央通
りを日本橋へと移動する。高島屋や三越、丸善などの風格を感じさせる大
型店を始めとして、東京を代表する数々の老舗の佇まいと渋谷や新宿では
見られない江戸情緒を色濃く残す街並みに、都市としての格の違いをゼミ
生たちは感じ取るのである。その後、三越前から神保町へ地下鉄半蔵門線
に乗車し、古書店街や日本のカルチエ・ラタンと呼ばれる駿河台の学生街
を散策する。靖国通りの南側に軒を連ねる多くの古書店やビルが丸ごと書
店となっている三省堂や書泉などの大型店に圧倒されると同時に、多くの
人々が本を買い求める姿に地方との文化レベルの差を実感するのである。
また駿河台下からJR御茶ノ水駅までの移動では、学生を対象とした多く
の飲食店や楽器店、スポーツ用品店などが立ち並ぶ地方の大学周辺では目
にすることのない光景に、自分たちには経験できない学生生活が東京にあ
ることを確認することになる。さらにこの巡検の実施時期とこの地点の通
過時間が関係して、明治大学の入試を終えて御茶ノ水駅へ向かう受験生の
一群と一緒になることがある。ゼミ生たちはその受験生の数に驚き、また
駅までの途中で解答速報やアパートの情報誌が配布される東京の有名私大
独特の受験風景に唖然とした表情を浮かべる。そして同じ大学生でありな
がら、まったく異なる環境で学生生活を送っていることを確認するので、
巡検の全行程中で駿河台が特に印象に残るようである。
　JR御茶ノ水から隣駅の秋葉原まで総武線に乗車して、家電店街からサ
ブカルチャーの聖地と化した駅周辺を地下鉄銀座線末広町駅まで歩く。こ
こは男性が興味関心を示す店舗が多いため、AKB劇場付近を除いて行き
交う人に女性は少ない。また人種のるつぼと言えるほど多くの国からの観
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光客が集まっているのも秋葉原ならではの光景と言える。日常生活からか
け離れた異次元の世界に、ゼミ生の大半は女子であるものの興味津津の表
情を見せるのである。
　地下鉄で浅草まで移動して、吾妻橋から東京スカイツリーを眺めた後、
雷門から浅草寺へと向かう。浅草はいつ来ても外国人を含む多くの観光客
でどこも賑わっているが、ゼミ生はとりわけ雷門の大提灯を浅草の象徴と
認識しているようである。またすでに歩いてきた銀座界隈と比較して、そ
の下町情緒を感じさせる商店や訪れている人々の服装や言動から、ゼミ生
は肩の力が抜けるようだと評するが、言い得て妙だと言える。その後、昼
食のイタリアンレストランとは雰囲気のまるで異なる居酒屋での懇親会と
なるが、一日の間に銀座と浅草で食事をすることで、東京の二つの顔を知
ることができるのである。
　以上が行程に従った巡検の内容であるが、約8㎞を徒歩で移動するため
浅草での懇親会では足の痛みを訴えるゼミ生もいる。しかし同じ巡検で
あっても単調な景色の野山を歩く場合と異なり、都市では次々に景観が変
わり、また多くの人々の中に身を置くため刺激的で濃密な体験ができる。
そして新宿や渋谷が東京の中心17だと思っているゼミ生も多いが、江戸の
中心はほぼこの行程に従った地域であったことを確認できる点でもこの巡
検の意味は大きいのである。
ⅳ　卒業生との交流会
　毎年12月の土曜日にゼミ１期生から現役生までが一堂に会する交流会を
実施している。2012年の12月から始まったが、昨年度は3年生（9期生）
までの計101人のうち52人が参加して非常に有意義な集まりとなった。そ
れは卒業生の多くが小学校教員18となっており、同じ県内の小学校での先
輩後輩の縦の繋がりを確認できるからである。また学年が隔たっていたた
めにそれまで面識のなかった卒業生や在学生が、同じ高校の出身であるこ
とが判明するいい機会にもなっている。卒業後もゼミ生同士の繋がりをよ
地理学研究を通じたゼミナールの指導
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り強固にできる場としてこの交流会の意味は大きく、これが「奥澤ゼミは
ファミリー」とゼミ生が口を揃えて言う所以となっているのである。
Ⅲ　研究活動
１．地域調査
①　事前の情報収集と調査依頼
　3年次で履修する「ゼミナール」では、前期に都市地理学や地域調査に
関わる文献の講読を行っている。そして習得した景観観察や計測、聞き取
り調査の技術を実際に駆使して、後期には小山市近隣の都市19でフィール
ドワークを実施することになる。実際に調査に赴く前に3～4人で構成さ
れたグループごとに、調査都市の自然・人文環境、歴史背景、小売業の実
態と消費者動向などについて、文献やインターネットで得た情報をゼミで
発表することにより、ゼミ生全員の対象地に対する共通認識を図るのであ
る。そしてフィールドワークの中で最も重視している関係機関での聞き取
り調査に関しては、依頼状の作成や調査許諾の回答が得られない場合の対
応など、関係者に会って話を聞くまでの過程が決して容易ではないことを
体験させている。また近年はメールによって連絡を取ることも礼を失する
ことにはならない風潮になってきたが、文書による調査依頼の方が相手方
の信用を得る20上で効果的であることにも留意させる必要がある。そして
聞き取り調査での質問項目を精査させることもインターネットの普及した
現在、非常に大切な指導となっている。各市のホームページからは最新の
人口や産業別の統計などの基礎的データを入手できるため、以前であれば
関係者との対話の中でなければ得られなかった情報を訪問前に確認できる
ようになった。したがって関係者と面会した時点では、こうした情報は既
知であることを前提にして話が進むため、ネットでは得られない情報や心
情的な要素を含む内容をいかにして聞き出すかが調査のポイントと言える
のである。
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　調査実施の前段階にあたる上記の手順には面倒な点もあるが、これを習
得することは4年次での卒論作成において不可欠な要件になる。本ゼミで
は各自が研究テーマとそれに関する調査地を選定した上で、関係機関での
聞き取り調査を含むフィールドワークを義務付けている。したがって聞き
取り調査実施までの段取りを習得させることは極めて重要なのである。
②　現地調査
　現地での調査は最初にゼミ生全員で訪れて景観観察を行うことがある。
これはゼミ生の大半がその都市を知らない場合21に限られるが、自分の居
住地や小山と比較してその都市を客観的に観察している様子を確認でき
る。また事前調査で得た情報から描かれるその都市のイメージと実際の姿
との差異に気付き、さらにその要因を考えさせる点からもこの作業は地域
調査にとって非常に重要なのである。
　聞き取り調査に関しては訪問先の都合もあり、10月から12月にかけてゼ
ミの時間を3～4回利用して行っている。ただしこの期間は教育実習とも
重なるため、訪問先ごとのグループ分けに苦慮することが多い。調査にあ
たって依頼状には訪問時間を約40分と記しているが、3名グループで各自
が質問するために１時間以上に及ぶのは普通で、2時間近くなることも珍
しくはない。また民間企業では経営者22自らが、自社のPRも兼ねて応対に
あたることも多い。本ゼミでの卒論作成にあたってゼミ生誰もが避けて通
れない聞き取り調査であるが、3年次の後期でその体験を積んでおくこと
が本番での自信に繋がるのである。
　地域調査の対象地を都市としているため、商業環境に関する実態把握も
不可欠である。聞き取り調査の訪問先には必ず大型商業施設を含めている
が、これは日を改めて来店者へのインタビュー調査実施の許諾を得る目的
もある。近年この調査も大型店側の事情で拒否されることもあるが、イン
タビュー結果を後日送付することを条件にすると許可される場合が多い。
調査は夕方の買い物客を対象にして、ゼミ生全員が本学の腕章を付けて実
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施する。腕章を付けることは調査先から依頼される場合もあるが、調査に
際して来店者に安心感を与える点からも効果は絶大である。この調査では
来店者が途切れることなく入店する店舗であれば、ゼミ生１人が2時間で
20人ほどから話を聞けるので、10人で200枚の調査票を回収できる。この
データは大型店にとっては魅力的で、前述のようにインタビュー結果を数
字とともに大学生からみた調査店舗のコメントを添えて送付すると非常に
感謝されるのである。
③　報告書の作成
　3年次で履修する「ゼミナール」の評価は、前期の輪読におけるレジュ
メの内容とプレゼンテーション、後期の地域調査での分担執筆によるレ
ポートを判断基準としている。このうちレポートは4,000字程度としてい
るが、10人のゼミ生が執筆するため原稿用紙100枚ほどの分量となる。こ
れらをA4で１枚1,200字程度にして冊子にすると30数ページの報告書が出
来上がるのである。この報告書は１期生から毎年作成しており、調査に協
力して頂いた官公署や企業に送付している。この報告書は評価対象とした
レポートを冊子にしたものであるため、複数のゼミ生が同一内容を論じて
いても整合性に問題が生じている場合がある。調査協力者にはその旨を記
して報告書を送付するが、何よりも大学生の多様な見方を知ることができ
るとの理由で礼状の届くことが多い。
　調査の後、このような報告書を作成して調査協力機関へ送付することは、
それなりの手間と費用が掛かる。しかし調査後も丁寧な態度で調査先と良
好な関係を継続させることで、ゼミ生がその都市を卒論の研究対象地とし
た場合に、調査が極めて円滑に進むのである。それは3年次で調査に出向
いたゼミ生が4年次の卒論作成で恩恵を受けることは言うまでもない。そ
してその後輩たちが何年か後になってその都市を調査地とした場合でも同
様なのである。地理学研究にあってとりわけ地域調査の場合、人脈の活用
が極めて重要であることは言を俟たない。ゼミを3・4年次2年間の単体
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として捉えずに、縦の繋がりを重視した継続的な学生の集合体と考えた場
合、ゼミ担当者としてできるこうした配慮は絶対に必要なのである。
２．卒論指導
①　テーマと調査地の設定
　4年次での必修科目である「卒業研究」は卒論作成が中心である。しか
しゼミ生の大半が教員採用試験を受験するため、前期の授業では卒論執筆
に関わる具体的な指導は行っていない。後述する進路指導と関係するが、
どちらかというと採用試験に向けての指導が中心となっている。ところで
地理学関係の卒論にあっては、研究テーマと並んで調査地の設定も極めて
重要である。それはテーマについて地理的事象が展開されている場所に赴
いて見聞することが、地理学研究の根幹に関わっていることによる。そこ
で卒論に関しては採用試験に配慮しつつも、8月末からの現地調査に向け
て、文献やインターネットによって得た調査地の概要をレジュメにして発
表させている。
②　現地調査と執筆
　教員採用試験は8月下旬の第二次試験で終了し、10月上旬の合格発表を
待つことになる。したがって8月末から現地調査のための事前調査や関係
機関への調査依頼状の送付に着手できる。そして9月に現地調査を実施し
て、その際の状況を10月中旬の中間発表会で報告することになる。なお調
査依頼や実際の調査は夏期休業中に行われるため、ゼミ生とはパソコンの
メールでのやり取りが中心となるが、場合によっては登学して研究室での
指導となることもある。10月末までに調査結果の整理や必要があれば再調
査を行って11月より執筆となる。教育学部として卒論の字数は30,000字を
基準に定めているが、本ゼミではこれを最低ラインとしていることに加え
て、地理学関係の卒論で特徴的な図表や地図の挿入が多いため、A4で30
枚23以上となるのが普通である。卒論の提出日は例年１月中旬であるため、
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年末年始がまさに執筆のピークとなり、連日メールでの指導が続くことに
なる。そして2月上旬の卒論発表会でゼミの仲間や3年生、さらには翌年
度の受講が許可された2年生を前にして論文内容を堂々と述べる姿には、
2年間かけて習得した地理学的手法による地域調査の集大成を完成させた
喜びを見て取れるのである。
Ⅳ　進路指導
１．就活への対応
①　教員採用試験の対策
　ゼミ生の大半は小学校の教員を志望しており、教員採用試験（以下、教
採と略す）への対策は研究活動と並んでゼミにおける重要な指導であると
考えている。したがって3年次がスタートした時点から教採を意識させる
ように、ゼミの時間には必ずこれに言及してゼミ生の意識を高めることが
必要なのである。またスクールサポートへの参加や教職支援室の活用など
を呼びかけているが、ほぼ全員が積極的に関わることでゼミ生同士の絆は
より強固になっていく状況を確認できる。教採に前向きなゼミ生は、教育
実習が終わって大学に戻ってきた時点から本格的な受験勉強に取り組み始
める。そのためには、教育実習終了の挨拶で研究室を訪れた際に、間髪を
容れずに教採の話を持ち出すのが極めて重要といえる。ゼミの担当教員は、
高校での大学進学指導と同様に、ゼミ内に受験に向けて勉強しなければと
いう雰囲気を作り上げることができさえすれば、自然と学生はこれに取り
組むようになるのである。ゼミ活動が始まる前の１年次での「社会科概説
Ⅰ」や2年次での「社会科教育法」などの教職科目でも、授業中に教採の
ことを話題にしている。しかし本格的にこれに取り組むのは3年生になっ
てからであるので、ゼミでの指導はゼミ生の将来に大きな影響を与えるこ
とを教員は肝に命じなければならないと考える。
　4年生になると早々に教採の出願が始まる。教職支援室でも志願票の
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チェックをして頂けるが、ゼミ担当教員も目を通すべきである。こうした
ダブルチェックによって誤記入が見つかるのは珍しいことではない。また
大学推薦で出願する場合にはゼミ担当教員が推薦書を作成するが、読み手
の心証を考えて記入欄に空白があることは避けなければならない。そのた
めには普段から出願者の人柄や能力を熟知し、具体的事例に基づいて記述
することが重要である。また丁寧な字で記載することは言うまでもない。
そして推薦書のコピーを保存することも大切で、同一県を大学推薦で受験
する学生が翌年以降出た場合には非常に参考になるのである。こうした経
過を経て、7月上旬の教採一次試験を迎えることになる。本ゼミでは１期
生の時から試験日の朝に激励のメールを送っている。その内容はゼミ生に
よって若干異なるが、多くは大学受験で苦杯を舐めた経験をバネにしてこ
れまで頑張ってきたことを褒めた上で、教採がリベンジの舞台となってい
ることを再確認させるのである。このことは本学の多くの教採受験者に共
通することで、大学受験の失敗がトラウマになり、教採でもまた失敗する
のではという不安に常に苛まれてきた。そのため人生を賭けた大一番でそ
れを払拭して勝負に臨むことを期待してのメールとなるのである。ただし
このことは大学受験に失敗したゼミ生すべてに効果的であると早合点する
のは禁物で、その学生の性格やここに至るまでの過程を十分に勘案して対
応しなければならない。試験直前のメールであるからその点には十分に留
意しなければならないのである。試験が終了すると多くのゼミ生は、その
日のうちにメールで出来具合を報告してくる。その際にあまり思わしくな
い状況を報告してきたゼミ生に対しての返信には配慮が必要となる。特に
栃木県の場合には、一次試験が筆記と集団面接、実技の2日間に渡って実
施されるため、筆記でのミスを引きずらないように、気持ちを切り替える
ように助言している。そして8月上旬に行われる一次試験の合格発表で二
次試験へと進んだゼミ生については、個人面接の指導を支援室に加えてゼ
ミでも行い、さらには最終試験に臨む心構えを話して万全を期すのである。
こうして出願から始まって10月上旬の二次試験発表までの5ヶ月に及ぶ教
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採への取り組みの結果、ゼミ生全員が合格すればこの上ない喜びであるが、
一人でも不合格者が出れば、他県の二次募集や臨時的任用教員（以下、臨
採と略す）への対応を迫られることになる。そしてそうした状況のときに
こそ、合格者は奢ることなく失意のどん底にあるゼミの仲間に接すること
ができるのか、将来の教育者としての力量が問われるのである。教採とい
う試練を乗り越えたゼミ生は、結果の如何を問わず精神的に一回り大きく
なる。大学と小学校の違いはあっても、同じ教員という職にあって学生ま
たは児童に向き合うことを考えれば、教職志望のゼミ生に対して、教え子
のためであれば少々の苦労は厭わないという姿勢を示すことは極めて大切
なことなのである。
　しかしながらこうした手間のかかる指導は、ゼミ担当教員の仕事ではな
いとする傾向もみられる。またそこまで手を掛けるのは、学生の自立を妨
げることになるという意見も耳にするが、果してそうであろうか。自立を
促すという指導が、なるべく煩雑な仕事を避けるための大義名分になって
いるような気がしてならないのである。本ゼミに所属して現在教壇に立っ
ている卒業生は51人で、勤務先は宮城県から静岡県までの１都10県に及ん
でいる。この51人に対してはすべからく上述の指導を行ったが、社会人に
なってから自立できずに困ったという話は聞いたことがないし、また退職
した卒業生もいない。１期生は30歳になったので言うまでもないが、20代
の卒業生も学年主任を始めとして校内の主要ポストで活躍している。そし
てゼミで自分たちがされてきた面倒で手間の掛かる指導が、今度は子供た
ちと向き合ったときには不可欠であるとの話を卒業生から聞いたことで、
一見過保護にみえるゼミ生への接し方が、決して間違ってはいなかったと
確信するに至ったのである。常々教員は「他人の子のためにどれだけ自分
を犠牲にできるか」ということを考えている。それだけに次代の子供たち
と関わる教師という職業を目指しているゼミ生に対しては、この言葉を実
践する意味からも既述のような指導があって然るべきと考えるのである。
　さて教採合格のためには教職支援室の協力が不可欠で、小学校での豊富
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な現場体験に基づく親身の指導には頭の下がる思いである。ゼミでは積極
的にここを利用するように勧めているが、すべてのゼミ生がこれに応じる
わけではない。支援室を一度は訪ねてみたものの、その雰囲気に馴染めず
に一人で受験勉強に取り組むゼミ生もいる。また3年生の時には利用して
いても、教採を数ヵ月後に控えた4年生になるとそこに集まるゼミ生以外
の学生に対して神経過敏になって足が遠のくこともある。そのようなゼミ
生に対しても必要があれば支援室と連携した対応が必要になる。特に面接
指導については、なるべく多くの支援室の職員や教員から指導を受けるこ
とが不可欠である。そのためには気の進まないゼミ生に対しても面接試験
の実態を説明して、支援室の指導なしには合格は難しいことを言い含める
ようにしている。本学の教採合格者数の飛躍的な増加に関しては、支援室
に負うところが大きいことは言うまでもない。しかしだからと言って教採
の指導を支援室に丸投げするのは問題ではないだろうか。3・4年次では
クラス担任よりもゼミ担当者の方が、学生にとっては頼れる存在になって
いる。したがって大学冬の時代を迎え、その生き残りの方策の中でよく話
題となる「学生の出口の保証」をより確実にするためには、卒論だけでな
く進路指導についてもゼミ担当者は、できる限りのエネルギーを注入しな
ければならないのである。
②　教職以外の進路を希望する学生の指導
　当初は教員志望であっても能力や適性、さらには教育実習での経験を勘
案して一般企業へ志望変更するゼミ生もいる。これを教育学部での進路選
択の王道から外れたとして、以降のゼミ活動で当該学生が冷遇された事例
もかつてあった。しかしゼミ生が熟考の末にたどり着いた進路変更に対し
て、そのような態度を取る教員の狭小な度量には呆れてしまう。そのよう
な教員は研究者として優れているとしても、教育者としての資質は皆無で
あると断言できる。本ゼミからは毎年若干名の一般企業へ志望変更する学
生がいるが、その多くは金融機関に就職している。これは短大在職時に経
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営科所属であったために、銀行や信用金庫への就活指導のノウハウを身に
付けられたことによる。そして進路指導部と密接に連絡を取ることで、ゼ
ミ生の希望をより具体化させることができるのである。一般企業への就活
指導は、そのノウハウが分からないという理由で進路指導部に丸投げして
いる教員もいると聞いている。就活の一連の流れが分からないのであれば、
進路指導部に聞けば済む話ではないだろうか。またエントリーシートに記
す志望理由のチェックと面接練習をしても30分程度で対応できるはずであ
る。要はゼミ生を教職であれ一般企業であれ、きちんと就職させようとい
う気持ちがゼミ担当教員にあるか否かの一点に尽きるといえるだろう。教
員採用数が激減するとされる2018年問題を間近にして、一般企業への就活
指導にも積極的に取り組む姿勢が求められている。そうした状況に対応す
るために教育学部ではカリキュラム改訂が進んでいるが、教員の意識改革
も同時に強く求められるのである。
２．卒業後の指導
　教採の結果が不合格に終わり、臨採を勤めながら捲土重来を期すゼミ生
への対応も重要である。教採の最終結果は4年次の10月に判明するが、不
合格者に対しては卒論の指導をしつつ、臨採の応募で遺漏のないように教
職支援室と連絡を取りながら対処しなければならない。そして１月中旬の
卒論提出後、気持ちを次年度の教採に向けて受験モードに切り替える指導
が必要となる。ゼミ生に限らず教採再受験の学生の中には、受験勉強の再
開を3月の卒業式以降と考えている傾向がみられる。しかし7月の受験に
向けて１月スタートであれば半年の時間が確保できるが、3月であれば
4ヶ月しかなく、この2ヶ月の差は後になって精神面に大きく影響してく
るのである。後期試験が終わると新年度のスタートまで学内はポカンと穴
が空いたような状態になる。教員や学生の意識が一時的に大学から離れて
しまうこの時期だからこそ、リベンジを誓う学生に活を入れることが大切
だと考える。そして卒業して顔を合わせる機会がなくなっても、教採や臨
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採での勤務状況についてメールや電話で様子を確認して、激励やアドバイ
スをすることで卒業生も心が軽くなるようである。またメールによる論作
文の指導や登学させての面接練習などにより、臨採を１年で済ませて正規
教員となったゼミ生も今までに数名いた。既卒生への指導はゼミ生だけで
なく、口コミで論作文の添削指導を申し出る他のゼミ生にも対応している。
こうした関係が構築されると既卒者の教採合否情報を入手できるので、卒
業後はゼミ生云々ではなく「オール白鷗」の気持ちで指導にあたることが
大切なのである。
　発達科学部（現教育学部）の１期生が卒業して7年が経過し、栃木県を
始めとして関東各都県や宮城・福島・新潟・山梨・静岡などで多くの卒業
生が教壇に立っている。そうした卒業生を支援する組織「PLUS ULTRA
教員の会」が一昨年発足した。栃木県において本学出身の教員が増えてき
たとは言っても、宇都宮大学や文教大学には及んでいない。教職とりわけ
義務教育の世界にあって実績のあるこの2校は、現職教員をサポートする
組織が充実しており、新参者の本学が両校と伍するためにも前述の組織は
必要と言える。発足時には１期生が中心となり、本ゼミの卒業生も役職に
就いて活動しているが、認知度を高めることが喫緊の課題となっている。
鷗友会と連携した組織であるので、まさに「オール白鷗」の視点に立って
教職にある卒業生の支援に本腰を入れる時がやってきたと認識しなければ
ならないのである。
Ⅴ　まとめ
　地理学における地域調査をゼミにおける研究指導の柱として、3年次に
おける各地の巡検や小山市近隣の都市での現地調査と報告書の作成、そし
て4年次ではゼミ生各自がテーマと調査地を設定した上で、フィールド
ワークの実施を義務付けた卒論作成について述べてきた。また研究活動と
同様に重要な進路指導にも言及した。この研究活動と進路指導は一見する
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と関連性がないように思われるかもしれない。しかし地理学研究とりわけ
聞き取り調査を重要な調査法としている人文地理学にあっては、他人との
コミュニケーション能力が高くなければ研究を進めることはできない。そ
して聞き取り調査にあたっては、単に饒舌であるだけでは十分な成果は得
られず、相手の話に素直に耳を傾け、場合によっては顔の表情から口には
出せないことを読み取る技術も必要となるのである。また詭弁を弄した話
術や調査前後の対応における手抜きは、調査によい結果をもたらさない。
相手に裏切られることがあったとしても、誠心誠意これに取り組むことに
よって好結果を生むことが多いのである。つまり相手に対して痒いところ
に手が届くような丁寧な対応によって、好結果を得られるという人文地理
学の手法は、そのままゼミ生の進路指導に応用できる。そして既述のよう
にそうした指導を受けたゼミ生は、小学校の現場で児童と向き合ったとき
にその指導法を活用できるのである。
　ところでゼミの選考基準に達しなかった学生の言動や意欲的なゼミ生か
らの話で気になることを指摘しなければならない。それはゼミ室での研究
テーマに対する厳しい指導と学外での楽しい活動というけじめのあるゼミ
を希望する学生が、ここ数年減ってきていることである。毎週のゼミや卒
論作成が楽であることと授業時間外での活動のないことを3年次での「ゼ
ミナール」の選択基準としている学生がみられるようになった。研究活動
に加えて、ゼミの重要な柱であるゼミ生同士や教員とのコミュニケーショ
ンを図ることは、就活に際しても有効に機能するであろうし、社会に出て
からもそうした体験の有無は大きく影響するであろう。とりわけ教職を目
指す学生にとっては、コミュニケーション能力の欠如は致命的である。そ
して研究活動では楽をして、また人との交流はなるべく避けたいと考えて
いる学生は、就活についても積極的に関わろうとしない傾向がみられる。
こうした意欲に欠ける学生にまで既述のような手を掛けた指導をなすべき
なのかは、議論の分かれるところであろう。しかしそのような学生の中に
は、こちらからの声掛けを待っているケースもある。そうした身勝手な態
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度には不快の念を禁じ得ないが、一度だけは手を差し伸べることも必要で
はないだろうか。それを契機に就活への意欲が向上すれば言うことはない
が、何も行動を起こさなかったとしても、心配して声を掛けてもらえたこ
とに対して、その教員や大学の姿勢に感謝の念を抱くであろう。そしても
しそのような気持ちを学生が持たなかったとしても、教員としてやるべき
ことはやったと割り切れば済む話ではないだろうか。学生への指導に対し
て何らかの見返りを期待するのは、教員としての度量が小さいと言わざる
を得ないのである。
　ゼミは学生にとって大学生活の根幹をなす活動であると考えている。そ
してそこで醸成される人間関係が良好であれば、それは終生続くと言って
も過言ではない。人生において最も知的欲求が高まり、加えて将来の進路
を決定しなければならない貴重な2年間となる学生に向き合うゼミ担当教
員の責任は重大である。3年次に卒論作成の前段階としての巡検や地域調
査を実施し、4年次前期での教採に向けての進路指導からその後の卒論指
導へと続く一連のゼミ活動において、ゼミ生各自の心身状態に留意しつつ
指導にあたらなければならない。そして卒論作成や進路決定までの過程に
おいて心配な点がみられる場合には、間髪を容れずに対応することによっ
て、ゼミ生との信頼関係はより強固になる。このように他人の子女であっ
ても手間の掛かる指導を行うことによって、卒業後も継続する人間関係が
構築できるのである。
注
　　　　　　　　　　　　　
１　選択科目に設定されているが、4年次での「卒業研究」が必修科目であるため
未履修者は数人である。
2　3期生までは4年次での「卒業研究」が必修科目でなかったため、4年次まで
の2年間の履修者はこれより少ない。また3年次に他の教員による「ゼミナー
ル」を受講して、4年次の「卒業研究」のみを受講した学生が4人いる。
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3　2009年度生（6期生）は男子の希望者がいなかった。また希望者も9人であっ
たので、全員ゼミ生とした。また2011年度生（8期生）は20人以上の希望者の
中に男子も数人いたが、女子のみ10人であった。
4　専任教員を原則としているが、2012年度生（9期生）から学生数が多いため、
非常勤講師も指導にあたっている。
5　2013年度生（10期生）については12人としている。この人数は専攻の在籍数に
よって今後変動することがある。
6　今までに足利銀行・常陽銀行・群馬銀行・足利小山信用金庫・佐野信用金庫な
どへ就職している。
7　教員採用試験の１次試験は8月初旬に発表となるため、不合格となったゼミ生
は半月ほど早く調査に着手できる。
8　小山の場合は富士通、小松製作所、昭和アルミなどの立地が影響している。ま
た小山以上に風俗店が集積している群馬県の太田の場合は、富士重工業の存在
が大きい。
9　以前は国道50号であったため、地元では「旧50号」または「結城街道」と呼ば
れている。
10　宇都宮線は黒磯までの愛称名で、正式な路線名は東北本線である。
11　現在の県道265号（粟宮喜沢線）に該当し、本陣や脇本陣は現在の中央町付近
にあった。なお江戸の日本橋から宇都宮までは奥州街道と共用であった。
12　宇都宮線（当時の東北本線）から小山駅を通過せずに水戸線と結ばれた短絡線
である。1950年に開通し、貨物列車を小山駅で方向転換させることなく水戸線
へ連絡させ、さらに常磐線へと運行することができた。旅客列車も上野と勝田
を結ぶ急行「つくばね」のみが1985年まで日に1往復運行されていた。（小山に
は停車せず間々田に停車）しかし貨物輸送の減少により、1992年に使用停止と
なり、2006年には線路や架線柱などすべてが撤去された。現在は空き地となっ
ていて、小山市による公園の建設が予定されている。
13　園内での自由行動だけでなく、隣接するオフィシャルホテルに宿泊するのが一
般的な修学旅行の行程となっている。
14　Central Business District の略である。行政機関や大企業の本社・支社、高級
商店街などが集積した地区で、人口50万人以上の都市でなければ形成されない。
東京では東京駅を中心とした霞ヶ関・丸の内・銀座のエリアを指す。
15　山手線（１周34.5㎞で所要時間63分・29駅）の内側は約63㎢、大阪環状線（１
周21.7㎞で所要時間40分・19駅）の内側は約30㎢である。
16　関東大震災により焼失した木造校舎を1929年に鉄筋コンクリート造りで再建さ
れた震災復興小学校の一つで、独特なデザインの校舎や瀟洒な門扉などにより
常盤小学校とともに歴史的建造物としての評価が高い。
17　東京都庁が新宿にあるのでそのように考えている学生は意外に多い。この点に
ついては、旧都庁が有楽町（現東京国際フォーラム）にあったことを銀座散策
時に話している。
18　8期生までの卒業生91人のうち51人が小学校の教員である。
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19　今までに小山市・栃木市・佐野市・足利市・宇都宮市・結城市・古河市などで
実施した。小山市は市から委託された駅西口の商店街調査も含めて2回調査対
象地とした。
20　市役所などの公的機関では文書による依頼状を要求される場合が多い。民間企
業でも文書で依頼すると調査を許可される確率が高い。
21　結城市はその典型であった。茨城県在住のゼミ生がいなかったため全員による
景観観察を行ったが、その後の調査は順調に実施できた。
22　古河市での調査の際に地元企業である和食レストランチェーンの「坂東太郎」
の副社長から１時間半にわたって話を聞くことができた。
23　本文はA4に40字×30行の1,200字となっているため、25枚が基準となっている。
（本学教育学部教授）
